
Ⅰ．略　　歴
１９５１年８月　　和歌山市に生まれる
１９７５年　　　　早稲田大学第一文学部哲学専攻卒業
１９８７年３月　　一橋大学大学院社会学研究科博士課程後期課程単位取得満期退学
　　　　　　　東京理科大学嘱託講師　等を経て
１９８７年４月　　立命館大学産業社会学部助教授
１９９４年４月　　立命館大学産業社会学部教授
２０１７年３月　　学校法人立命館立命館大学定年退職
２０１７年４月　　立命館大学名誉教授

　（主な学内役職歴）
１９９１年４月～１９９２年３月　　産業社会学部学生主事
１９９４年４月～１９９５年３月　　産業社会学部調査委員長
１９９６年４月～１９９７年３月　　産業社会学部学生部主事
２０００年４月～２００２年３月　　社会学研究科主事
２００２年４月～２００３年３月　　産業社会学部（社会学研究科）研究委員長
２００４年４月～２００５年３月　　産業社会学部入試主事
２００９年４月～２０１２年３月　　学校法人立命館総合企画室副室長
２０１２年４月～２０１５年３月　　学校法人立命館総合企画室室長

Ⅱ．専門分野
専門分野　思想史，社会学
担当科目
学位　　　社会学修士（一橋大学，１９７８年３月）
研究課題　１９００年前後の社会文化変動と社会思想の研究，近代日本における旅行文化の形成と展開の研

究，近代的人間観に関連する思想史的研究，関西文化の研究

Ⅲ．主な研究業績
　著　　書
１．（分担執筆）『ヘーゲルの思想と現代』（汐文社，１９８１年）１８１-２０７頁
２．（分担執筆）『西洋哲学史概説』（岩崎允胤・鯵坂真編，有斐閣，１９８６年）４６２-４７４頁
３．（分担執筆）『労働と生活』（富沢賢治編，世界書院，１９８７年）１９９-２２６頁
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４．（分担翻訳）『ベルリン１９９０』（東ドイツの民主化を記録する会編，大月書店，１９９０年）２０７-２１１頁
５．（分担執筆）『転換期の社会と人間』（佐々木嬉代三・中川勝雄編，法律文化社，１９９６年）１３９-１５６頁
６．（分担翻訳）『ハーバーマスとアメリカ・フランクフルト学派』（マーティン・ジェイ編，竹内真澄監
訳，大月書店，１９９８年）８１-１２１頁

７．（分担執筆）『世紀の転換と社会学』（井上純一・林弥富編著，法律文化社，２０００年）１６７-１９１頁
８．（共編著）「序章「見えない壁」の向こう側」（『メディア社会の歩き方』世界思想社，２００４年）
９．（共訳）『テクストとコンテクスト』（ユルゲン・ハーバーマス編著，佐藤嘉一他訳，晃洋書房，２００６
年）１-２６・１６５-１７８頁

１０．（単著）『旅行のモダニズム─大正昭和前期の社会文化変動─』（ナカニシヤ出版，２０１６年）全３３４頁

　論　　文
１．（単著）「近代国家の現実性と個人の陶冶─ヘーゲル国家論の一考察─」（『唯物論研究』第１号，汐文
社，１９７９年）１９６-２１３頁

２．（単著）「批判的政治意識と現代文化」（『唯物論研究』第９号，白石書店，１９８３年）６０-７１頁
３．（単著）「啓蒙的理性の可能性もしくはコミュニケイション合理性」（『季刊 思想と現代』第３号，白

石書店，１９８５年）３６-４６頁
４．（単著）「近代社会の倫理的批判とその構造」（『一橋研究』１０巻３号，１９８５年）１-１７頁
５．（単著）「６－２「現代の文化と人間」」（立命館大学産業社会学部共通教材編集委員会編，『現代と社
会』，法律文化社，１９８７年）２６３-２７４頁

６．（単著）「文化普遍主義と対抗文化」（『立命館産業社会論集』２５巻１号，１９８９年）１２７-１４３頁
７．（単著）「哲学的コミュニケイション論の論点─激動のさなかで─」（『季刊・思想と現代』第２２号，白
石書店，１９９０年）１６７-１７０頁

８．（単著）「「豊かな管理社会」のなかでの妥協と葛藤」（『立命館教育科学研究』１号，１９９１年）２１-２６頁
９．（単著）「生きられる文化としての社会科学」（『窓』１２号，窓社，１９９２年）１８０-１９５頁
１０．（共著）「現代青年・学生の文化意識」（『現代青年・学生の意識構造に関する総合的研究』，立命館大

学教育科学研究所刊，１９９３年）３９-５３頁
１１．（単著）「コミュニケーション研究におけるメディアと公共的社会関係」（『立命館産業社会論集』２９巻

３号，１９９３年）４９-６７頁
１２．（単著）「読み書き能力（Literacy）の特異性をどうとらえるか─D.オルソンの場合─」（『立命館教育

科学プロジェクト研究シリーズⅣ』，１９９６年３月発行）１０７-１１２頁
１３．（単著）「市民文化の構造変動」（『転換期の社会と人間』，法律文化社，１９９６年）１３９-１５６頁
１４．（単著）「地域公共圏とコミュニケーション・メディア複合」（『AURORA』６巻，伊丹市都市政策研究

所，１９９６年）１１-１６頁
１５．（共訳）「市民社会概念の生成・衰退・再構築と今後の研究のための指針」（アンドリュー・アラート，

ジェーン・コーエン著，『立命館産業社会論集』３２巻４号，１９９７年）１０７-１１９頁
１６．（単著）「駅の伝言板─都市コミュニケーションの小道具─」（『立命館教育科学研究』１１号，１９９７年）
１２３-１３５頁

１７．（単著）「「市民社会」の語られ方」（『立命館産業社会論集』３４巻１号，１９９８年））６１-７４頁
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１８．（単著）「旅行の近代化と「指導機関」」（『立命館産業社会論集』４４巻１号，２００８年）９９-１１５頁
１９．（単著）「「旅行団」と「山岳講演会」─大正期における旅行文化の形成─」（『立命館産業社会論集』
４４巻３号，２００８年）２１-４０頁

２０．（単著）「旅行ガイドブックのなかの「見るに値するもの」─『公認東亜案内』日本篇と『テリーの
日本帝国案内』の１９１４年─」（『立命館産業社会論集』４５巻１号，２００９年）１５１-１７０頁

２１．（単著）「「趣味の旅行」と「モダン・ライフ」─大正・昭和前期における旅行文化の展開と旅行論─」
（『立命館産業社会論集』４６巻４号，２０１１年）１-２０頁

２２．（単著）「木下杢太郎の思想展開におけるジンメルの芸術論」（『立命館産業社会論集』４７巻３号，２０１１
年）１-２０頁

２３．（単著）「旅行ガイドブックと旅行の「質」」（『はじめてのメディア研究─「基礎知識」から「テーマ
の見つけ方」まで─』，世界思想社，２０１２年）２５８-２６５頁

２４．（単著）「木下杢太郎の小林清親論，あるいは思想としての「都会趣味」」（『立命館産業社会論集』４９
巻１号，２０１３年）１-２１頁

２５．（単著）「『交通東亞』とその周辺─戦争末期の旅行規制をめぐる軋轢─」（『立命館産業社会論集』５１
巻２号，２０１５年）３４-５６頁

Ⅳ．社会における活動等
１９８８年７月１６日　　『立命館土曜講座』「趣味と欲望の社会学」
１９９１年１１月１６日　　『立命館土曜講座』「成長の条件としての現代文化」
２００５年１月１９日　　『立命館大阪オフィス講義』「アナログ・デジタル再考─映画以前のおもちゃたちか

ら学ぶ─」
２０１６年１０月２４日　　立命館大阪プロムナードセミナー『大阪・京都文化講座（後期）』「昭和初期関西の登

山ブームと「旅行団」」

以上　
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